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Ｔ細胞の抗原応答はどのようにして抗原特異的に保たれているのだろうか。この疑問は、サイト
カインなど抗原非特異的なＴ細胞制御因子の同定が進むなか、重要性を増しています。Richard 
Hodes博士の研究室でこの疑問の解明に取り組み、癌抑制因子p53の関与に注目して研究を進め
ている渡辺博士に来学いただく機会を得たので、セミナーしていただくことにしました。多数の
ご参加をお待ちしています。 


